
【
特
集
】
元
気
な
う
ち
か
ら
始
め
よ
う
！
介
護
予
防

《
表
紙
》

　
明
通
寺
の
境
内
で
檜
皮
（
ひ
わ
だ
）

採
取
作
業
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、
松

永
小
学
校
の
児
童
45
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
全
国
で
も
数
少
な
い
原
皮
師
（
も

と
か
わ
し
）
と
呼
ば
れ
る
職
人
が
次
々

と
ヒ
ノ
キ
の
皮
を
は
い
で
い
き
ま
し

た
。

（
11
月
12
日
）

お
ば
ま
2010

12
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「
介
護
予
防
」
と
聞
く
と
、
多
く
の
人
が
「
ま

だ
先
の
こ
と
」「
元
気
な
う
ち
は
関
係
な
い
」
と

考
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご

す
た
め
に
は
介
護
予
防
が
必
要
で
す
。

　

介
護
保
険
の
認
定
者
数
は
、
全
国
的
に
増
加

傾
向
で
あ
り
、
小
浜
市
で
は
一
、五
五
二
人
（
九

月
末
現
在
）
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
認
定
者
が
増
え
続
け
る
と
、
保
険
料
の
上

昇
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
は
年
齢
や
性
別
に

よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
運
動
機
能
な
ど

を
維
持
し
自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

市
で
は
「
介
護
予
防
の
教
室
」「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
い
ろ
い
ろ
な
教
室
や
各
地
域
で
実

施
し
て
い
る
サ
ロ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
52
・
２
２
２
２

　　

介
護
予
防
と
は
、
介
護
の
必

要
が
な
く
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

早
期
に
介
護
予
防
に
取
り
組
め

ば
、
要
介
護
の
原
因
で
あ
る
生

活
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
今
は
元
気
だ
か

ら
先
の
こ
と
」「
知
り
合
い
に

知
ら
れ
た
ら
恥
ず
か
し
い
」
な

ど
と
思
わ
ず
、
元
気
な
今
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

元
気
な
う
ち
か
ら
始
め
る

　

要
介
護
と
な
る
原
因
と
し
て

最
も
多
い
の
は
、
脳
血
管
疾
患

（
脳
卒
中
）
で
、
次
に
認
知
症
、

要
介
護
の
原
因

　　

介
護
予
防
に
は
、

•

多
く
の
人
と
交
流
す
る

•

身
体
を
動
か
す

•

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
を
取
る

介
護
予
防
メ
ニ
ュ
ー

● 65 歳以上であれば誰でも参加することができる介護予防

事業名 対　　象　・　内　　容
元気倶楽部 生活習慣病の危険性がある人の生活習慣改善教室
いきいき教室 心身の衰えや認知症、閉じこもり傾向がある人の介護予防教室
筋力アップ教室 筋力が弱まり、活動の範囲が狭くなった人の運動教室
元気ハツラツ教室 内外海、宮川、中名田、加斗の各公民館を会場にした介護予防教室
楽笑ビクス 生活習慣病の危険性があり、日ごろ運動習慣がない人の運動教室

●健診などで医師の認定を受けた 65 歳以上の人が対象の介護予防

事業名 対　　象　・　内　　容
いきいきパワー
アップ事業

運動機能の向上が必要な人が対象
習慣的な運動を行うことで体力を向上させる

栄養改善訪問 低栄養状態のおそれがある人が対象
個別的な栄養相談と教育を実施

口腔ケア訪問 口腔機能が低下しているおそれがある人が対象
個別的な口腔機能の向上のための教育や機能訓練を実施

訪問型介護
予防事業

閉じこもり、認知症、うつなどのおそれがあり、通所での事業が実施
できない人が対象。個別に相談、指導を実施

こ
と
が
特
に
重
要
で
す
。

　

そ
の
お
手
伝
い
す
る
の
が
、

左
表
の
事
業
と
次
ペ
ー
ジ
下
欄

の
各
区
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
で
す
。
介
護

予
防
は
、
男
女
や
年
齢
の
違
い

元気なうちから始めよう！介護予防

平成 19 年国民生活基礎調査より（厚生労働省）

脳血管疾患　　
（脳卒中）23.3％

認知症
14.0％

高齢による衰弱
13.6％

関節疾患
 12.2％

骨折・転倒
 9.3％

その他　27.6％

　

た
だ
、
介
護
認
定
さ
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
も
手
遅
れ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
介
護
予
防
を
行
う

こ
と
で
元
気
を
取
り
戻
し
、
状

態
を
悪
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。

【介護が必要となった原因】

高
齢
に
よ
る
衰
弱
と
続
き
ま
す

（
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

男
女
別
に
見
て
み
る
と
、
男

性
で
は
脳
血
管
疾
患
が
四
割
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
女
性
で
は

衰
弱
、
骨
折
・
転
倒
、
関
節
疾

患
が
四
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
脳
血
管
疾
患
は
男
性
と

比
べ
て
約
半
分
の
二
割
程
度
で

し
た
。

　

ま
た
、
年
齢
別
で
見
て
み
る

と
七
十
五
歳
未
満
は
脳
血
管
疾

患
が
多
く
、
七
十
五
歳
以
上
に

な
る
と
衰
弱
、
骨
折
・
転
倒
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
を

重
ね
る
と
身
体
を
動
か
す
こ
と

が
少
な
く
な
り
、
心
身
の
機
能

が
低
下
し
て
動
き
に
く
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

介
護
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

羽賀ふれあいサロン

に
配
慮
し
た
取
り
組
み
が
重
要

で
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
者
や
内
容

が
異
な
る
の
は
、
ひ
と
り
ひ
と

り
に
あ
っ
た
教
室
を
選
ん
で
い

た
だ
く
た
め
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
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元気ハツラツ教室（久須夜交流センター）11月10日　

　集団検診のとき、健康管
理センターの職員から夫婦
で誘われて参加するように
なりました。何か運動をし
たいなと思っていたので、
よいタイミングで誘ってい
ただきました。体が少し軽
くなったと感じますし、何

より心身共にリフレッシュして調子が
いいです。知り合いと楽しくしゃべり
ながらするので、いい雰囲気でずっと
続けられますね。

松本  三良さん

75 歳・田烏

　ふれあいサロン（羽賀ふれあい会館）11月12日　

心
身

共
にリフレッシ

ュ

　隣の区の人から「ふれ
あいサロン」のことを聞
き、よいことなのでみん
なで協力して開催するよ
うになりました。ここで
教えてもらった体操を家
でも毎日しているんです
よ。簡単な体操なので、
続けられるのがいいですね。腰がだい
ぶ楽になりました。体操以外にもゲー
ムなどのレクリエーションがあって、
毎回楽しみにしています。

石橋  キン子さん

70 歳・羽賀

毎回楽しみ

　市から委託されたニチイ学館の先生に
よる運動教室です。この日は、まず最初
に手首や手の指、足首などをほぐし、ス
トレッチ、ゴムを使って負荷をかける運
動、リズム体操へ進んでいきます。適度
に休憩、水分補給があり、終始笑顔で約
１時間30分の運動が終わりました。

　市から委託された若狭ハイツの先生に
よる運動や講演、レクリエーションなど、
内容はさまざまです。この日はまず最初
に転倒予防（カルシウムについて）の話
を聞き、ゴムを使った運動。最後は体を
使ったゲームで、こちらもみんな大笑い
の楽しいひとときでした。

水取会館 羽賀ふれあい会館 遠敷交流センター 下田農事集会所
雲浜一丁目会館 太良庄（日・定） 尾崎集落センター 上田ふれあい会館

川東・角屋町会館 太良庄（鳴滝） 和久里公会堂 小屋集落センター
山王前ふれあい会館 太良庄（太良） 多田集落センター 法海集落センター

福谷会館 大戸公会堂 伏原会館 東勢西勢・ふれあい会館
板屋町会館 加茂集落センター 口田縄ふれあい会館 上加斗集会所

新小松原・川渕民生委員宅 平野区公会堂 下中井住民センター 荒木ふれあい会館
川西会館 東市場集会所 西相生集落センター 岡津鯉川・ふれあい会館

田烏（華）・民宿山善 池田検見坂・池田会館 上中井・五十谷住民センター
田烏（海）・集落センター 国分ふれあいセンター 谷田部住民センター

泊集落センター 遠敷の郷会館 東相生集落センター
阿納集会所 金屋公会堂 深野深谷・ふれあい会館
奈胡公会堂 中の宮会館 和多田生活改善センター

雲
浜

西
津
地
区

内
外
海
地
区

国
富
地
区

遠
敷
地
区

宮
川

松
永

自宅でできる簡単予防運動！

元気で長生きニュース（第８号）

公民館で
　「高齢者いきいき講座」
　公民館では、高齢者が元気でいきい
きと過ごしていただくための講座を開
催しています。
　講座の主な内容は次のとおりです。

【健康づくり】
　健康体操・リズム体操、認知症予防
　プログラム、食習慣改善プログラム

【世代間交流】
　小学生との農作業体験、わら細工

【趣味や生活】
　歴史学習講座、交通安全講座
　身近な金融経済事情講座
※講座は公民館によって異なります  
　ので、各公民館に問い合わせてくだ
　さい

■問い合わせ

　　　　　生涯学習課☎内線 432

中
名
田

加
斗
地
区

中
名
田

今
富
地
区

口
名
田
地
区

◎お手軽！スクワット

難し
いときは…

机などの安定したものにつかまる

背筋を伸ばし、肩幅よ

り少し広めに足を開

く。息を吐きながら、

いすに腰掛けるように

おしりをゆっくり降ろ

す。

５回を１日３セット ◎かんたん！片足立ち

◎座ってできる！ボール運動

片足で立ちもう一方の足が床に付かないよ

うな姿勢で左右１分間。１日３セット

難し
いときは…

ボ

ール
がないときは

…

机などの安定したものにつかまる

枕でも代用できます
いすに座ってボールをひざに挟み、つぶした

状態で３秒を５回。１日３セット。慣れてく

れば、ひざから下を前に伸ばす運動を加える

小
浜
地
区

小
浜
地
区

雲
浜
地
区

大原飛鳥香取・庚申堂 白鬚・市民活動交流センター
竜田区集会所 大宮会館

青井会館 鈴鹿会館
多賀会館 住吉・わかさふれあいセンター
清滝会館 神田会館

今宮・中央公民館 塩竃・松見建築宅
酒井会館 駅前町・はまかぜプラザ

浅間貴船・貴船会館 山手三・東山手ふれあい会館
津島会館 城内二丁目ふれあい会館
生玉会館 山手一丁目会館

玉前・市民活動交流センター 山手二・東山手ふれあい会館
日吉・若狭ふれあいセンター 一番町会館
白鳥鹿島・若狭ふれあいセンター 雲浜二丁目会館

本年度実施している「ふれあいサロン」の実施場所一覧です。参加してみようと
思う人は市介護長寿課（☎内線 174）にお気軽にお問い合わせください

ポイント！

つま先よりひざが前に
出ないようにする！

ポイント！

両足を床から浮かせる

教室・サロンにおじゃましました



受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広報おばま　平成 22.12❻❼ 広報おばま　平成 22.12

　

平
成
二
十
二
年
度
の
小
浜
市
長
表
彰
、

小
浜
市
奨
励
賞
、
小
浜
市
文
化
奨
励
賞
の

受
賞
者
が
決
ま
り
、
十
一
月
三
日
、
文
化

会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
表
彰
は
七
個
人
、
奨
励
賞
は
一
個

人
、
文
化
奨
励
賞
は
二
個
人
・
一
団
体
の

皆
さ
ん
で
す
。

＊

　

市
長
表
彰
は
、
市
や
関
係
団
体
か
ら
推

薦
さ
れ
た
候
補
者
・
候
補
団
体
を
各
種
団

体
長
で
構
成
す
る
小
浜
市
表
彰
選
考
委
員

会
で
審
議
、
選
定
さ
れ
、
市
長
が
決
定
し

ま
す
。

　

文
化
奨
励
賞
は
、
市
や
関
係
団
体
か
ら

推
薦
さ
れ
た
候
補
者
・
候
補
団
体
を
教
育

文
化
に
関
す
る
各
種
団
体
長
で
構
成
す
る

小
浜
市
文
化
奨
励
賞
選
考
委
員
会
で
審
議

さ
れ
、
市
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎
内
線
３
５
３

　

教
育
総
務
課
☎
内
線
４
２
２

　昭和 47 年に「日本舞踊若

菜流秀美会」を設立されて以

来、会の運営、後進の指導、

育成に尽力されてきました。

また、姉妹都市の奈良市をは

じめ、県内外の文化祭に積極

的に参加されるなど、日本舞

踊の普及、振興に大きく貢献

されています。

教育文化振興功労

岡
おかもと

本  恭
や す こ

子 さん
（多田・84 歳）

平
成
22
年
度

　

市
長
表
彰
・
奨
励
賞
・
文
化
奨
励
賞

　昭和 23 年から能の観世流

の謡曲と仕舞の習得に努力さ

れました。昭和 52 年からは

30 年にわたり宮川地区の「宮

謡会」代表として後進の育成、

指導に尽力されています。ま

た、宮川小学校の児童に謡曲

と仕舞を伝授するなど、地域

での能の普及、振興にも大き

く貢献されています。

教育文化振興功労

桑
く わ だ

田  𠮷
き ち じ

治 さん
（新保・83 歳）

　昭和 23 年から 17 年にわ

たり小浜市水泳協会事務局長

として組織の強化と基盤作り

に尽力され、本市の体育の振

興に貢献されました。また、

小浜市体育協会理事長、同副

会長の要職を歴任し、地区対

抗市民体育祭を復活させるな

ど、体育協会の運営と発展に

尽力されました。

社会体育功労

池
い け だ

田  禎
さ だ お

夫 さん
（府中・81 歳）

教育文化振興功労

　平成７年から 15 年にわた

り小浜市子ども会育成連合会

会長として子ども会活動の発

展に寄与されました。また、

嶺南地方子ども会育成連絡会

会長などの要職を歴任され、

現在は小浜市青少年健全育成

協議会会長などの要職に就か

れて青少年の健全育成の推進

に大きく貢献されています。

西
に し だ

田  悠
ゆ う じ

二 さん
（山手二丁目・78 歳）

産業振興功労

　有限会社田中平助商店の代

表取締役として 20 年にわた

り「小鯛のささ漬」をはじめ

とする地元水産物加工品の製

造、販売を通じて本市の産業

振興に貢献されています。平

成 11 年からは市食品加工協

同組合の理事長として「若狭

かれい」の地域ブランドの地

位向上に寄与されました。

田
た な か

中  孝
こ う じ ろ う

次郎 さん
（小浜今宮・66 歳）

　平成 10 年から同 22 年ま

で小浜市公平委員会委員を３

期 12 年務められました。そ

の間、委員長職務代理者の重

責を果たされ、公正中立な立

場で人事行政の適正化、公平

性の確保に尽力されるなど、

本市の公平委員会の運営に大

きく貢献されました。　

自治振興功労

石
いしばし

橋  孝
た か こ

子 さん
（栗田・71 歳）

孫
ま ご の

野  二
じ ろ う

郎 さん
（城内一丁目・66 歳）

交通功労

　昭和 57 年から 28 年にわ

たり小浜市交通指導員とし

て、街頭監視活動や通学児童

の交通安全活動に尽力されま

した。平成 16 年からは小浜

市交通指導員会長として人材

の育成に尽力され、市民の交

通安全確保に大きく貢献され

ました。

奨励賞

藤
ふ じ た

田  靖
や す お

郎 さん
（甲ヶ崎・73 歳）

　昭和 54 年から 31 年にわ

たり自身の畑を園児の菜園作

り実践の場として提供されて

います。さらに、水やりや草

取りなどの畑の管理に協力し

て、園児の収穫体験充実のた

めに尽力されています。

【市長表彰】
　政治、経済、教育文化などで市政振興に寄与され、市民の模範となって
　活躍された個人や団体を表彰します

【奨励賞】
　ざん新な発想や特色ある活動により、まちづくりや産業振興への貢献度
　が特に顕著であると認められる個人や団体を表彰します
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給　与

●毎月決まって
支給されるもの

●特別な職務や
特殊な勤務につ
いたときに支給

 されるもの

●臨時に支給さ
 れるもの

管 理 職 手 当

特 殊 勤 務 手 当

時間外勤務手当

期 末 勤 勉 手 当

退　職　手　当

住　居　手　当

扶　養　手　当

給　　　　　料

通　勤　手　当

ー職員給与の仕組みー

職員給与の公表

　平成 22 年４月１日現在の給与の状況、職員
数と人件費を公表します。職員の給与および定
員については、「小浜市人事行政の運営等の状
況の公表に関する条例」に基づき、その詳細を
市公式ホームページで公表しています。
■問い合わせ　総務課　☎内線 354

※市職員に支給される給与は、地方自治法と地方公務員法に
基づき、市議会の議決を経て市の条例で定められています。

ー給料と手当ー

●一般行政職員の経験別、学歴別平均給料月額

経験年数 10 〜 15 年 15 〜 20 年 20 〜 25 年
大学卒 262,700 円 305,200 円 356,400 円
高校卒 ー 266,900 円 314,600 円

●一般行政職員の学歴別初任給

小浜市 国

大学卒 161,600 円 172,200 円（Ⅱ種）
高校卒 140,100 円 140,100 円

●職員の平均給料月額と平均年齢

平均給料月額 平均年齢

一般行政職 329,500 円 43 歳 8 カ月
技能労務職 316,500 円 57 歳 3 カ月

●期末、勤勉手当

期末手当 勤勉手当 計

  6 月 1.25 カ月 0.7 カ月 1.95 カ月
12 月 1.5 カ月 0.7 カ月 2.2 カ月

計 2.75 カ月 1.4 カ月 4.15 カ月

●退職手当

自己都合退職 勧奨・定年退職

勤続 20 年   23.5 カ月 30.55 カ月
勤続 30 年   41.5 カ月   50.7 カ月
最高限度額 59.28 カ月 59.28 カ月

●特別職の報酬、手当

月　額 期末手当

市　長
（特別条例）

920,000 円
（828,000 円）   6 月…1.45 カ月

12 月…1.65 カ月副市長
（条例附則）

750,000 円
（705,000 円）

議　長 440,000 円
  6 月…1.45 カ月

12 月…1.7 カ月
副議長 370,000 円
議　員 350,000 円

※市長は平成 20 年 10 月１日から同 24 年８月４日（任
　期満了）まで特別条例により 10％を減額
　副市長は平成21年１月１日から同24年９月30日（任

　期満了）まで条例附則により６％を減額

●扶養手当

金　額

配偶者  13,000 円
配偶者以外の扶養親族    6,500 円

●通勤手当

金　額

交通機関利用の職員 6 カ月の定期額を一括支給
通勤距離が２㌔以上 2,000 円〜 24,500 円

●住居手当

金　額

借家に居住   限度額 27,000 円

●特殊勤務手当

　危険、困難な職務についたときに支給。手当は９種類

ー職員数と人件費ー

●部門別職員数（各年 4月１日現在）

職員数

平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年

一般行政関係     253 人       238 人       228 人   
教育行政関係       48 人       49 人       50 人
公営企業関係       41 人       41 人       38 人

計     342 人     328 人     316 人

●職種別職員数（平成 22年 4月１日現在）

職員数

部長、部次長、課長、主幹       57 人
課長補佐（保育園長含む）、企画主査     108 人

主査、主事、保育士など     130 人
技能労務職       21 人

計     316 人

●職員給与費（平成 22年度当初予算）

金　額

給　　料 12 億 4,600 万円
職員手当   6 億 5,150 万円

計 18 億 9,750 万円
1 人当たりの給与費 　　　  593 万円

●人件費（平成 21年度普通会計決算額）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

153 億 6,265 万円 28 億 3,719 万円 18.5％

ブレネリ少年少女合唱隊

文化奨励賞（奨励）

　うまし小濱町並みコンサー

トをはじめとする市内各種イ

ベントやコンサートに積極的

に参加されています。歌うこ

とは、人間の心と体を育てる

という理念のもとに活動を続

けられ、合唱を通じ、集団の

中での子どもたちの人間形成

に大きく貢献されている団体

であり、今後の活躍がますま

す期待されます。

中
なかみち

道  佳
よしひろ

宏 さん
（小浜今宮・43 歳）

文化奨励賞（奨励）

　玄明社や日韓美術作家交流

展の代表を務められるなど、

精力的に活動されています。

小浜市文化協会でも、美術工

芸部長として市美術展の開催

などに尽力されてこられまし

た。現在、文化協会と若狭書

道連盟の理事として活躍され

る一方、高校の書道部顧問と

して生徒の指導に尽力されて

います。

　「小浜第九実行委員会」の

委員長として、市全体の音楽

レベルの向上などを目的に、

今日まで演奏会の運営に尽力

されてきました。また、後継

者の育成にも積極的に取り組

まれてこられました。平成

16 年度からは、「文芸おばま」

の会長として活躍され、文芸

事業全般のレベルアップに貢

献されています。

文化奨励賞（功労）

一
いちえん

圓  敏
としひこ

彦 さん
（多田・72 歳）

【文化奨励賞】
　科学、教育、文学、芸術、歴史などで顕著な業績をあげ、文化振興に寄
　与された個人や団体を表彰します

11 月３日：文化会館で行われた表彰式


